
供
めざす児童像
かしこい子 「深く学ぶ心」
自分の考えをもち主体的に課題を解決しようとよく考える子供
やさしい子「思いやりの心」
自他を知り自他を大切にしようとするあたたかい心情の子供
たくましい子「がんばる心」
目標をもち最後までやり抜く気力と体力のある子供

主な行事
４ 第１学期始業式 入学式 １年生を迎える会 地区巡回指導

１ 学習参観 ＰＴＡ総会 交通安全教室
学 ５ 運動会 防犯教室（不審者）
期 ６ 志津川合宿 避難訓練 プール開き 居住地交流（迫支援学校）

７ 学習参観 第１学期終業式 三者面談

８ 第２学期始業式
２ ９ プール納会 修学旅行 交通安全教室
学 １０ 学習発表会 避難訓練
期 １１ 上沼鳥舞太鼓引継ぎ式 持久走記録会

１２ 学習参観 第２学期終業式

３ １ 第３学期始業式
学 ２ 新入学児童保護者説明会 学習参観 ６年生を送る会
期 ３ 卒業式 修了式 離任式

特色ある教育活動等
（１）地域連携活動をもとにした地域素材の活用・充実

○地域コーディネーターと連携し、読地域人材を活用した教育活動の充実
（２）関係機関との積極的な体験活動、異校種との連携した取組

○りんご栽培（はるか・ふじ）やきゅうり栽培、バケツ稲栽培等、外部団
体の支援を受けた体験活動の実施
○支援学校との居住地交流、特別支援学級児童の高校生との交流、幼保こ中との情報
交換会、スタートカリキュラムのさらなる充実

（３）郷土芸能活動の伝承
○「上沼鳥舞太鼓」の児童から児童への伝承と中学生を交えた「運動会」での発表

校内研究テーマ
「 主 体 的 に 学 び に 向 か う 児 童 の 育 成 」

～各教科等における「やるぞ！」を引き出す、指導法の工夫を通して～
(１年次/3年)

重点努力事項
１ 志教育
①人とかかわる
・異学年交流の促進による社会性の育成を図る。
②よりよい生き方をもとめる
・将来の夢や希望を抱かせ、自分の興味や果たす
べきことについて進んで取り組ませる。

③社会での役割を果たす
・学級の係や当番活動、委員会活動、奉仕活動等に積極的に取り組ませ、
自分の役割を果たす体験を積ませる。

２ 確かな学力の向上
①授業における学習用端末の積極的な活用
（スクールＤＸの推進）

②個別最適な学びと協働的な学びを意識した学習活動の推進
③基礎的・基本的知識・技能の確実な定着

（朝の15分学習、放課後学習、補充的な学習）

３ 豊かな心の育成
①高学年をリーダーとした縦割り活動と児童会活動の活性化
②心に響く体験活動を重視した道徳教育の推進と道徳の時間の充実
③自分の可能性に挑戦し、自ら磨き高めようと目標をもって活動に取組む意識の醸成

４ 「行きたくなる学校づくり」の推進
①職員と児童で組織する「行きたくなる学校づくり」プロジェクト委員会（みんなの願いを
叶えるドラえもんプロジェクト）による具現策の協議と児童主体の活動推進

②児童会年間スローガンの設定による児童の一体感と主体性の促進
③担任輪番制を生かした児童理解の促進と生徒指導体制の充実

５ 気力・体力の向上と健康・安全教育の充実
①児童の体力の実態を踏まえた体育授業の改善と年間
を通した計画的な体力づくりの実践

②安全、健康、衛生、食に関する意識の醸成と日常的な実践
③家庭と連携した食育の推進

６ 教職員の資質と指導力の向上
①スクールDXを意識した協働による授業づくりの推進と校内研修の充実
②「登米市学習スタンダード」を活用した授業改善
③チームによる、いじめ未然防止や居場所づくり、居心地のよい学校・学
級環境づくりと初期対応の共通行動

７ 地域と連携した学校づくり
①うわぬま元気プロジェクトや地域との連携による学校支援の充実
②外部講師を招聘した教育活動及び学習ボランティアの更なる活用の推進
③学校だよりの全戸配布やホームページによる教育活動の広報の充実

８ 教育環境の整備
①学校評価を核とした組織マネジメント及びPDCAサイクルによる教育活動の改善
②教育の質を保障しつつ、職員のワークライフバランスを考慮した業務改善

上沼小の歩み
Ｈ17 4. 8 着任式，第1学期始業式

第１回入学式(41名) スクールバスによる登下校開始

6.22 上沼小学校開校記念日

(旧中田町議会で統合が議決された日)

Ｈ18 5. 1 郷土芸能結団式

10.28 学芸会(上沼鳥舞太鼓初披露)

Ｈ20 5.15 上沼小学校見守り隊発足の会

6.14 岩手宮城内陸地震発生（校長室柱時計破損・ガラス破損）

Ｈ22 9. 8 校舎改修工事第1期開始

11.11 校舎改修工事第2期開始

11.30 登米っ子学習公開研究会

Ｈ23 3.11 東日本大震災発生（児童保護者引き渡し＊週末は，出勤して地区巡視

3.14 震災のため臨時休業(～23日)

4. 7 地震発生（体育館照明落下，南側窓落下）

4. 8 体育館使用不能のため，始業式，入学式延期

11.25 登米っ子学習公開研究会

Ｈ31 2.22 上沼の鐘披露

3.14 リンゴの木植樹

R 1 5. 1 令和改元

11..6 金銭教育公開研究会

R 2 3. 2 新型コロナウィルス感染症に係る臨時休業（～23日）

3.17 リンゴの木植樹

5.25 学校再開 新型コロナウイルス感染症に係る臨時休業（～5月24日）

10.28 校内レク大会

11. 3 NHK朝ドラ（おかえりモネ）撮影校舎ロケ

R 3 9. 1 タブレット学習開始

R 4 5.17 ＫＤＤＩスマホ・ケータイ安全教室

R 5 1.17 大谷翔平選手よりグローブ寄贈（右利き2つ，左利き1つ）

2.26 プログラミング教室（3～6年生）

R 6 5.18 運動会「上沼鳥舞太鼓」復活。卒業生も演技に加わる。

R 7 5.18 運動会「全校大玉転がし」復活
9..21 河北新報「わがまちスクール通信」掲載
10.18 学習発表会 全校合奏唱『さんぽ』 ６年劇『青い目の人形』大盛況
11.15 体育館通路脇「栗の木伐採」
11..21 体育館通脇「防獣害ネット設置」（熊・害獣動物対策の為）

「上沼鳥舞太鼓」について
現在の上沼小は、2005年に３つの学校（旧上沼小、上沼中央小、桜場小）
が統合し、新生「上沼小」として開校しました。
その統合の象徴として上沼鳥舞太鼓が生まれました。旧上沼小の「鳥舞
神楽」上沼中央小の「みろく音頭」、桜場小の「桜場太鼓」をもとに新しい
郷土芸能として創作されました。運動会には卒業生の中高校生も加わ
り披露します。そして、「上沼鳥舞太鼓引継ぎ式」では、毎年6年生
の児童から5年生の児童へとその伝統をしっかり引き継ぎます。




